
ガ
里
小
路
惟
房
書
写
本

『
年
中
行
事
秘
抄
』

鎌
倉
時
代
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
年
中
行
事
秘
抄
』
は
、
仁
和
元
年
に
藤

原
基
経
が
光
孝
天
皇
に
献
上
し
た
年
中
行
事
御
障
子
に
書
か
れ
た
項
目
に
つ
い
て

様
々
な
典
籍
を
用
い
て
先
例
を
示
し
た
年
中
行
事
書
で
あ
る
。
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の

写
本
は
‘
『
国
書
総
目
録
』

れ
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
写
本
系
統
の
分
類
に
つ
い
て
は
、

①
 

な
さ
れ
て
い
る
。

山
本
昌
治
氏
に
よ
っ
て

し
か
し
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
尊
経
閣
本
と
す
る
。
）
と
大

東
急
記
念
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
大
東
急
本
と
す
る
。
）
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

か
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
写

本
系
統
の
調
査
は
い
ま
だ
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
そ

の
価
値
が
低
い
と
さ
れ
て
き
た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
鷹
司
家
本
・
伏
見
宮
家
本
•
松

岡
本
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
居
文
庫
本
、
無
窮
会
図
書
館
所
蔵
神
習
文

庫
本
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
岩
崎
美
隆
本
を
改
め
て
調
査
し
、
こ
の
六
本
の

祖
本
と
思
わ
れ
る
天
文
二
十
年
(
-
五
五
一
）

の
万
里
小
路
惟
房
書
写
本
が
天
理
図

書
館
吉
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、
以
上
の
六
本
に
万

里
小
路
本
を
加
え
た
七
本
（
以
下
、
こ
の
七
本
の
写
本
を
万
里
小
路
本
系
と
す
る
。
）

は
じ
め
に

『
古
典
総
合
目
録
』
に
よ
る
と

五
0
本
近
く
確
認
さ

の
書
写
過
程
及
び
万
里
小
路
本
の
内
容
を
検
討
し
、

四
五

万
里
小
路
本
系
写
本
の
価
値
を

『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
写
本
系
統
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
て
お
く
。
『
図
書
寮
典

籍
解
題
』
続
歴
史
篇
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
葉
室
頼
孝
書
写
本
（
以
下
‘

葉
室
本
と
す
る
。
）
の
書
誌
的
な
説
明
を
加
え
、
そ
の
他
の
写
本
と
し
て
鷹
司
家
本
な

②
 

ど
を
紹
介
す
る
。
『
群
書
解
題
』
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
内
閣
文
庫
な
ど
に
所
蔵
さ

③
 

れ
る
写
本
の
祖
本
が
建
武
元
年
の
葉
室
長
光
書
写
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

山
本
昌
治
氏
は
、
約
五

0
本
の
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
写
本
を

(
1
)
延
応
元
年

④
 

系
本

(
2
)
建
武
元
年
系
本
に
整
理
さ
れ
た
。
山
本
氏
は
、

(
1
)
延
応
元
年
系
本
に

属
す
尊
経
閣
本
の
奥
書
に
考
察
を
加
え
ら
れ
、
奥
書
の
内
容
か
ら
‘

二
三
九
）
に
中
原
師
元
が
校
合
し
た
本
を
延
応
元
年
本
甲
と
し
、
寛
元
三
年
(
―
ニ

四
四
）

の
記
事
が
み
え
る
現
存
本
を
延
応
元
年
本
乙
と
さ
れ
、
延
応
元
年
本
甲
を
も

と
に
に
大
々
的
な
書
き
加
え
・
整
理
を
行
っ
た
も
の
が
建
武
元
年
系
本
で
あ
る
と
い

う
見
解
を
示
さ
れ
た
。

所
功
氏
も
尊
経
閣
本
の
奥
書
に
検
討
を
加
え
ら
れ
て
、
尊
経
閣
本
の
伝
来
に
中
原

⑤
 

家
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
所
氏
は
尊
経
閣
本
と

第
一
章

『
年
中
行
事
秘
抄
』

再
検
討
し
た
い
。

の
写
本
系
統
に
つ
い
て

に
つ
い
て

延
応
元
年
（
一

佐

藤

健

太

郎

1
 



た
。
ま
た
、

天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

の
文
字
不
鮮
明
な
点
を
補
ふ
以
外
に
何
ら
役
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
」

(
C
)
 

と
述
べ
ら
れ

万
里
小
路
惟
房
書
写
本

は

(
D
)
S
(
H
)
 の
六
本
に
つ
い
て
は
、

「
い
ず
れ
も
善
本
と
は
言
ひ
難
く
、
底
本

延
応
元
年
系
本
に
属
す
写
本
と
し
て

(
C
)
S
(
H
)
 の
七
本
が
あ
る
が
、

山
本
氏

以
前
の
伝
来
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
。

今
求
他
本
令
全
部
者
也
、
首
書
注
尺
等
同
加
之
、
洞
院
本
欺
‘
勘
物
之
趣
分
明

に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

侍
所
事
」
を
載
せ
る
。
次
に
「
結
政
刻
限
事
」

「
廃
朝
廃
務
差
別
事
」

「
廃
朝

奥
書
を
載
せ
る
。

そ
の
後
に
中
原
氏
系
図

「内

と
の
関
係
を
検
討
さ
れ
た
西
本
昌
弘
氏
は
、
大
東
急
本
を
「
基
本
的
に
は
延
応
元
年

(
2
)
建
武
元
年
系
本
に
属
す
群
書
類
従
本
に
み
え
る
項
目
な
ど
を
比
較
さ
れ
、
中
原

師
遠
・
師
元
父
子
が
編
成
・
補
訂
し
た
も
の
を
書
写
す
る
段
階
で
、

お
も
に
師
高
・

師
世
ら
が
加
筆
し
た
も
の
が
尊
経
閣
本
で
あ
り
、
師
尚
•
師
光
ら
が
加
筆
し
た
も
の

本
の
写
本
は
‘

『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
尊

経
閣
本
の
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
尊
経
閣
本
が
属
す

(
1
)
延
応
元
年
系

⑥
 

(
A
)
尊
経
閣
本

(
B
)
大
東
急
本

(
C
)
万
里
小
路
本

(
D
)
鷹
司

家
本

(
E
)
伏
見
宮
家
本

(
F
)
松
岡
本

(
G
)
本
居
本

(
H
)
神
習
本

(
I
)
岩

⑦
 

次
に

(
B
)
大
東
急
本
を
み
て
お
く
。
山
本
氏
は
大
東
急
本
を
建
武
元
年
系
本
に

属
す
写
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
江
家
年
中
行
事
』
と
大
東
急
本
『
年
中
行
事
秘
抄
』

系
本
に
連
な
る
写
本
で
あ
る
が
、
鎌
倉
初
期
に
遡
る
古
写
本
で
、
延
応
元
年
系
本
の

⑧
 

一
祖
本
と
も
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
評
価
さ
れ
た
。
大
東
急
本
は
、
尊
経
閣

本
よ
り
も
古
い
様
相
を
伝
え
て
お
り
、
大
東
急
本
の
価
値
は
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、

鎌
倉
初
期
の
古
写
本
で
あ
る
大
東
急
本
に
は
、

そ
の
伝
来
を
伝
え
る
奥
書
が
な
く
‘

室
町
時
代
後
期
の
吉
田
兼
右
の
識
語
が
み
え
る
の
み
で
、
兼
右
が
本
書
を
所
有
す
る

そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た

(
A
)
尊
経
閣
本

(
B
)
大
東
急
本
以
外
に
も
、

(
1
)

崎
本
の
九
本
が
確
認
さ
れ
る
。

付
さ
れ
、
表
紙
右
上
に
は

「
壁
」
と
朱
筆
で
大
書
さ
れ
て
い
る
。
墨
付
は
奥
書
を
含

冊
子
本
。
茶
色
表
紙
に
「
年
中
行
事
秘
抄
大
外
記
伝
来
」

と
書
い
た
白
題
箋
が

山
本
氏
・
所
氏
の
研
究
に
よ
っ
て

が
群
書
類
従
本
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

価
値
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
で
は
、

(
C
)
万
里
小
路
本

(
D
)
鷹

(
D
)
S
(
I
)
 の
祖
本
の
可
能
性
が
高
い
。
山
本
氏
が
、
延
応
元
年
系
本
に
属

す
写
本
の
う
ち

(
D
)
S
(
H
)
の
写
本
は
良
質
な
写
本
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
た

結
果
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
こ
の
七
本
の
写
本
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
伝
来
及
び

司
家
本
の
奥
書
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
。

(
C
)
天
理
図
書
館
所
蔵
吉
田
文
庫
本
『
年
中
行
事
秘
抄
』
（
吉
三
二
八
・
七
）

む
と
三
一
丁
で
あ
り
、
料
紙
の
法
量
は
縦
二
七
・
七

C
m前
後
、
横
ニ
―
•
四

C
m前
後

で
あ
る
。
本
文
に
は
朱
筆
で
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
近
く
に
本
文
と
は
異

な
る
筆
勢
で
記
事
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
り
、
書
き
加
え
ら
れ
た

記
事
の
前
に
は
朱
筆
で

O
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
後
に
、
尊
経
閣
本
と
同
様
の

諸
司
政
如
常
但
天
子
不
臨
御
云
々
」

右
一
冊
以
或
人
秘
本
先
年
書
写
之
、

求
め
て
、

天
文
廿
暦
八
月
十
四
日

「
節
日
由
緒
」

也
、
不
及
一
校
之
間
、
重
可
令
修
治
而
已
‘

を
書
写
し
た
が
、
奥
の
方
を
書
き
残
し
た
と
い
う
。

「
荷
前
事
」

「
節
会
刻
限
事
」
な
ど
を
載
せ
る
。
こ
の
後

〈
奥
之
方
聯
書
残
之
、
〉
其
後
不
終
書
功
、

権
大
納
言
藤
原
（
花
押
）
（
印
）

奥
書
に
よ
る
と
、
権
大
納
言
藤
原
〔
万
里
小
路
〕
惟
房
は
先
年
に
「
或
人
秘
本
」

そ
の
後
、
惟
房
は
「
他
本
」

を

「
他
本
」
に
み
ら
れ
る
首
書
・
注
釈
な
ど
を
書
き
加
え
た
。
ま
た
、
惟
房
は

ま、
●-、'

四
六



「
他
本
」
の
勘
物
か
ら
み
て
こ
の
本
が
洞
院
家
に
所
蔵
さ
れ
る
本
で
は
な
い
か
と
考
え
、

万
里
小
路
惟
房
は
、
永
正
十
年
(
-
五
一
三
）
に
内
大
臣
万
里
小
路
秀
房
の
子
と

し
て
生
ま
れ
、
元
亀
四
年
(
-
五
七
四
）
六
月
九
日
に
内
大
臣
に
昇
進
し
、
当
日
に

斃
去
し
、
崇
恩
院
文
渓
と
法
誼
を
贈
ら
れ
た
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
惟
房
が
権

大
納
言
で
あ
っ
た
時
期
は
天
文
十
九
年
(
-
五
五

0
)
十
二
月
二
三
日
か
ら
弘
治
二

年
(
-
五
五
六
）
三
月
七
日
の
期
間
と
永
禄
二
年
(
-
五
五
九
）
十
二
月
二
日
か
ら

元
亀
四
年
(
-
五
七
三
）
六
月
九
日
の
期
間
で
あ
る
の
で
、
奥
書
が
書
か
れ
た
天
文

二
十
年
に
お
い
て
惟
房
が
権
大
納
言
で
あ
る
こ
と
に
矛
盾
は
な
い
。

(
D
)
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
鷹
司
家
本
『
年
中
行
事
秘
抄
』
（
函
号
二
六
六
・
六
七

冊
子
本
。
渋
引
表
紙
の
左
上
に
「
年
中
行
事
」

三
二
丁
で
あ
り
、
料
紙
の
法
量
は
縦
二
七
•
四

C
m前
後
、
横
二

o
c
m前
後
で
あ
る
。

鷹
司
家
本
は
万
里
小
路
本
の
忠
実
な
写
本
で
あ
り
、

（
奥
書

a)

崇
恩
院
殿
真
跡
令
書
写
之
、

可
家
伝
之
処
‘
賀
茂
氏
人
右
京
権
大
夫
清
茂

縣
主
令
取
持
、

望
急
不
領
掌
‘

〈
自
中
務
卿
邦
永
親
王
賜
之
云
々
、
〉
雖
令
懇

〈
省
子
細
‘
〉
得
節
又
申
試
、
至

享
保
三
年
十
一
月
日

権
中
納
言
藤
原
（
花
押
写
）

子
孫
不
可
忘
者
也
、

這
一
冊
以

奥
書
を
載
せ
た
後
に
次
の
二
つ
の
奥
書
を
載
せ
る
。

と
書
す
。
墨
付
は
奥
書
を
含
め
て

万
里
小
路
本
の
天
文
二
十
年
の

六） 天
文
二
十
年
(
-
五
五
一
）
八
月
十
四
日
に
書
写
し
終
え
て
い
る
。

さ
れ
た
。

箋
が
央
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
幕
末
に
は
田
中
教
忠
が
所
蔵
し
、

四
七

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、

万
里
小
路
本
に
は

「
田
中
勘
兵
衛
」

と
書
か
れ
た
付

と
の
間
で
返
還
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
を
子
孫
に
書
き
残
し
て
い
る
。

（
奥
書
b
)

此
年
中
行
事
一
冊
‘

家
所
蔵
者
也
、

以
巨
細
‘

可
謂
全
備
具
‘

以
奥
書
考
之
慮
、
中
家
外
記

至
其
勘
物
者
、
恐
是
師
世
所
書
加
之
乎
‘
甚

旦
内
大
臣
惟
房
公
求
得
‘
遂
謄
葛
校
合
、
最

予
一
日
請
彼
末
孫
前
権
大
納
言
植
房

卿
馳
禿
筆
令
一
校
了
、
深
可
納
遂
筐
耳
‘

干
時
寛
延
第
二
暦
仲
夏
初
三

奥
書

a
に
よ
る
と
、
権
中
納
言
藤
原
〔
万
里
小
路
〕
尚
房
は
、
賀
茂
清
茂
か
ら
崇

恩
院
殿
〔
万
里
小
路
惟
房
〕
書
写
本
を
借
り
受
け
て
書
写
し
終
え
た
後
に
、
尚
房
は
‘

惟
房
書
写
本
は
本
来
万
里
小
路
家
に
伝
来
す
べ
き
で
あ
る
の
で
、
当
家
に
返
却
し
て

ほ
し
い
と
清
茂
に
懇
望
し
た
が
、
惟
房
書
写
本
を
中
務
卿
伏
見
宮
邦
永
親
王
か
ら
下

賜
さ
れ
て
所
有
し
て
い
た
清
茂
は
、
尚
房
の
返
却
要
求
を
断
っ
た
。
尚
房
は
、
清
茂

右
の
奥
書
か
ら
万
里
小
路
本
は
、

天
文
二
十
年
(
-
五
五
一
）
に
惟
房
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
た
後
に
、
時
期
は
不
明
だ
が
‘ 藤

万
里
小
路
家
か
ら
離
れ
伏
見
宮
家
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
伏
見
宮
邦
永
親
王
か
ら
伏
見
宮
に
仕
え
て
い

⑨
 

た
賀
茂
清
茂
に
下
賜
さ
れ
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
万
里
小
路
本
は
賀
茂
家

が
万
里
小
路
本
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
‘

ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
後
、

「
宝
玲
文
庫
」

の
印

近
代
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
蒐
集
家
フ
ラ

天
理
図
書
館
に
所
蔵



写
本
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
尊
経
閣
本
・
万
里
小
路
本
の
五

万
里
小
路
本
は
、
項
目
•
勘
物
・
頭
書
の
様
子
か
ら
尊
経
閣
本
系
を
も
と
に
し
た

万
里
小
路
本
の
内
容

価
値
を
考
え
た
い
。

万
里
小
路
本
の
書
写
・
伝
来
過
程
を
み
て
き
た
が
、

万
里
小
路
本
の
内
容
と
そ
の

第
二
章
万
里
小
路
本
の
内
容
と
そ
の
価
値

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

経
閣
本
・
大
東
急
本
の
内
容
を
考
え
る
上
で
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
写
本

―
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

万
里
小
路
本
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、

万
里
小
路
本
は
尊

書
写
本
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
万
里
小
路
本
系
に
対
す
る
評
価
を
低
く
し
た
要
因
の

万
里
小
路
本
系
写
本
七
本
の
う
ち
万
里
小
路
本
以
外
は
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の

万
里
小
路
本
に
み
ら
れ
る
頭
書
・
傍
書
を
項
目
よ
り
も
二
字
下
げ
て

万
里
小
路
本
に
付
さ
れ
た

0
を
全
て
省
略
す
る
。

奥
書
b
に
よ
る
と
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

に
藤
原
某
氏
（
鷹
司
輔
平
か
）
は
、

前
権
大
納
言
万
里
小
路
植
房
か
ら
享
保
一
―
―
年
書
写
本
を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
。
藤

原
某
氏
は
、
今
ま
で
書
か
れ
て
き
た
奥
書
を
み
て
、

巨
細
な
勘
物
は
中
原
師
世
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
内
大
臣
万
里
小
路
惟
房
が

7
岩
崎
本
は
、

記
載
す
る
特
徴
を
有
す
る
。

4
松
岡
本
は
、

5
本
居
本
・

6
神
習
本
は
、

の
本
文
の
位
置
・
誤
字
な
ど
が
一
致
す
る
。
近
い
書
写
関
係
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
両
本

里
小
路
本
の
忠
実
な
写
本
で
あ
り
、

朱筆での0も写している。

.. ---~ ―・ 暑',... _. I ,_ ... - .. ... .. —,,...,..., .. ,, .. __ ... , ―ノ噸'--ー--、 , - , ―.. ~ , 

尊経閣本 万里小路本

1 (U晦日伊勢斎王覗之事、》

2▲廿六日大栗大師忌日、 ▲廿六日大栗大師忌日、

3▲同日恵亮和尚忌日、 ▲同日恵亮和尚忌日、

4 撰吉日事、 撰吉日事、

5 主水司供氷事、〈式意、自四月一日可供 主水司供氷事、〈式意、自四月一日可供
之、而近代待仰始敗、〉 之、而近代、待仰始敗、〉

6▲清慎公、天禄冗年五十八菟、七十、 ▲清慎公、天禄冗五十八甍、七十、

7 最勝講事、〈五ヶ日、代始撰日次被行之、 最勝講事、〈五ヶ日、代始撰日次被行之、
代始ニハ暦年中行事ニモ不付之、〉 代始ニハ暦年中行事ニモ不付之、〉

《下〇束兼帯数、日被定僧名、於御殿供行、公卿巳
》

参二［最天康〉房謄依平喜不讀重二五参鳳間年年内服不二五依者参月月重入不八八鼠可、日日也〈参最最見、内勝鵬二】事講講記、第初〉右大臣、 〈大

勝】講二日也、師重

8▲九条殿、天徳四年五月四日斃、 ▲九条殿、天徳四五四甍、

9 賑給事、〈寅日及欠日不賑給云々、大臣等 賑給事、〈寅申日及卜讀炊之日云不々賑、給大云臣々参、O
陣先定使、〉 小野説云、賑給コフ 陣、

先定使、〉
《此両字他本又有之差十二月事 〈此両字他本又有之差十二月

云々 、猶不書、》 事々 、猶不書、〉

▼0天暦如五年六月十九日、東西京條々、分
使賑憧 常云々、然則給字コウト可讀欺、

10 ▲粟田殿、長徳元年五月廿八日党、州五、 ▲粟田殿、長徳元五廿八甍、舟五、

〔凡例〕

(1) 〈〉内は細字割書、《》内は傍書、【】内は裏書、▲は頭書、▼は脚書であることを示しi
(2) 0は万里小路本に朱筆のOが付されていることを示した。
(3)相違点は太字で示した。

残
り
五
本
の
写
本
に
つ
い
て
は
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

3
伏
見
宮
家
本
は
、

万

謄
写
・
校
合
し
て
全
備
具
せ
し
め
た
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
本
が
中
原
家
に
伝
来
し
、

月
二
六
日
前
後
を
並
べ
て
引
用
す
る
。

四
八



ば
か
り
か
、

い
点
を
指
摘
す
れ
ば
、

「
延
応
元
年
本
乙
」

の
裏
書
が
殆
ど
書
写
さ
れ
て
ゐ
な
い

「
延
応
元
年
本
乙
」

(II
尊

際
に
用
い
る
し
か
価
値
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
山
本
氏
は
万
里
小
路
本
系
に
対
し
て
、

あ
る
と
み
て
よ
い
と
思
う
。

さ
れ
る
。
な
ぜ
、
惟
房
が
「
奥
之
方
」
（
尊
経
閣
本
裏
書
部
分
）

四
九

を
書
写
し
な
か
っ
た

確
認
で
き
る
。

巻
子
本
を
裏
返
し
て
裏
書
を
書
き
始
め
た
が
、

で
あ
り

表
1
を
み
る
と
、
尊
経
閣
本
と
万
里
小
路
本
の
勘
物
は
一
部
一
致
し
な
い
が
、
項

目
に
つ
い
て
は
、

〔
藤
原
実
頼
〕

「O
晦
日
伊
勢
斎
王
楔
之
事
」
を
除
く
と
全
て
一
致
す
る
。

万
里
小
路
本
が
尊
経
閣
本
系
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
が
、
頭
書
部

の
う
ち
、
清
慎
公
と
粟
田
殿
に
は
享
年
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
九
条
殿
に
は
享
年

が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
記
述
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
部
分
に
は
五
月
末
に
関

す
る
内
容
が
載
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

し
た
が
っ
て
、

経
閣
本
。
括
弧
内
は
筆
者
。
）

る
こ
と
で
あ
る
。⑩
 

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

五
月
四
日
に
斃
去
し
た
九
条
殿
や

一
八
日
に
甍
去
し
た
清
慎
公
の
忌
日
を
こ
こ
に
置
く
の
は
適
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ま
た
、
粟
田
殿
で
あ
る
藤
原
道
兼
が
斃
じ
た
の
は
長
徳
元
年
（
九
九
五
）

こ
れ
は
さ
し
て
善
本
で
あ
る
と
は
言
ひ
難
く
、
先
の

五
月
八
日

（
『
日
本
紀
略
』
）
、
尊
経
閣
本
が
二
八
日
を
忌
日
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。

五
月
末
の
忌
日
に
関
し
て
尊
経
閣
本
に
は
以
上
の
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
表
l
を
み
る
と
万
里
小
路
本
は
尊
経
閣
本
の
特
徴
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
が

万
里
小
路
本
は
尊
経
閣
本
系
を
も
と
に
し
た
写
本
で

を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
で
も
な
い
。
特
に
ひ
ど

そ
の
本
に
な
く
、
建
武
元
年
系
本
に
見
え
る
記
事
を
混
入
し
て
ゐ

万
里
小
路
本
系
写
本
へ
の
山
本
氏
の
評
価
は
低
い
。
以
上
の

山
本
氏
の
根
拠
を
整
理
す
る
と
、
①
万
里
小
路
本
は
尊
経
閣
本
の
裏
書
部
分
を
ほ
と

ん
ど
書
写
し
て
い
な
い
②
万
里
小
路
本
に
は
建
武
元
年
系
本
の
記
事
が
混
入
さ
れ
て

①
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

で
あ
る
。

万
里
小
路
本
に
み
ら
れ
る
尊
経
閣
本
の
裏
書
部
分
と
尊
経
閣
本
の
裏
書
部

分
を
並
べ
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
表
2
を
み
る
と
、

尊
経
閣
本
の
裏
書
部
分
の
記
載
順
序
に
一
致
し
て
お
り
、
惟
房
が
尊
経
閣
本
の
裏
書

部
分
の
な
か
か
ら
必
要
な
部
分
の
み
を
抜
書
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、

万
里
小
路
本
の
奥
書
に
「
右
一
冊
以
或
人
秘
本
先
年
書
写
之
、

聯
書
残
之
‘
ご

•
粟
田
殿
〔
藤
原
道
兼
〕

の
忌
日
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
三
人
の
忌
日

分
の
記
載
で
あ
る
。
尊
経
閣
本
の
五
月
末
に
は
九
条
殿
〔
藤
原
師
輔
〕

•
清
慎
公

写
し
て
い
る
の
は
、
中
原
氏
系
図

「
荷
前
事
」
、

〈
奥
之
方

万
里
小
路
本
に
お
い
て
尊
経
閣
本
の
裏
書
部
分
を
書

ん
ど
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
節
日
由
緒
」

と
あ
る
こ
と
に
関
連
す
る
。

万
里
小
路
本
の
記
載
順
序
は

万
里
小
路
本
を
み
る
と
、

は
巻
子
本
で
あ
る
尊
経
閣
本
の
表
書
部
分
を
書
写
し
て
い
る
が
、
裏
書
部
分
を
ほ
と

万
里
小
路
惟
房
が
述
べ
る

之
、
」
と
は
、
惟
房
が
巻
子
本
と
想
定
さ
れ
る
親
本
の
表
書
を
書
写
し
終
え
た
後
に
、

「
内
侍
所
事
」

「
奥
之
方
聯
書
残

で
書
き
止
め
た
と
理
解

万
里
小
路
本
系
の
祖
本
で
あ
る
万
里
小
路
本
自
体

が
尊
経
閣
本
の
裏
書
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
万
里

小
路
本
系
写
本
の
価
値
を
全
て
否
定
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
山
本
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
建
武
元
年

系
本
の
記
事
が
万
里
小
路
本
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
万
里
小
路
本

系
写
本
の
価
値
は
あ
ま
り
な
く
、
尊
経
閣
本
の
文
字
の
誤
字
・
逸
脱
な
ど
を
た
だ
す

そ
こ
で
、
尊
経
閣
本
と
万
里
小
路
本
を
比
較
す
る
と
、

山
本
氏
の
指
摘
通
り
一
致

い
る
、

の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
内
侍
所
事
」

万
里
小
路
本
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万
単
小
路
本

1
 (
口
博
、
.
.
.
J
 

2
【
神
祇
令
…
］

3
 

【
中
原
氏
系
図
】

中
原
氏
系
図

4
【
節
日
由
緒
、
）

【
節
日
由
緒
、
】

節
日
由
緒
、

5
【
大
寒
日
夜
半
諸
門
立
牛
童
子
像
事
、
】

6
【
内
侍
所
事
、
】

※
1
0
参
照
。

※
1
0
参
照
。

7
【
荷
前
事
、
】

【
荷
前
事
、
］

荷
前
事

8
【
▼
有
閏
月
年
荷
前
例
】

【
有
閏
十
二
月
年
荷
前
例
、
】

有
閏
十
二
月
年
荷
前
例
、

9
 [
荷
前
間
事
、
】

【
荷
前
間
事
、
】

荷
前
事
、

【
内
侍
所
事
、

【
内
侍
所
事
、

内
侍
所
事
、

帝
王
冠
巾
子
左
右
有
時
御穴
、
是
内
侍
所
御
同
殿
之
時
、
主
上
夜
不

能
出
冠
給
、
御
賑
之
冠
屡
落
、
俯
以
挿
頭
花
自
巾
子
穴
通
御

髯
也
、
垂
仁
天
皇
世
始
御
別
殿
、
故
院
被
仰
云
、
内
侍
所
神
鏡
守
、
昔
護
飛

上
欲
上
天
、
女
官
懸
唐
衣
、
奉
引
留
、
是
依
此
縁
女
官
所

也、
内
侍
所
者
神
鏡
也
、
本
与
主
上
御
同
殿
、
故
院
被
仰
云
、
内
侍
内
侍
所
者
神
鏡
也
、
本
与
主
上
御
同
殿
、
故
院
被
仰
云
、
内
侍

内
侍
所
者
神
鏡
也
、
本
与
主
上
御
同
殿
、
故
院
被
仰
云
、
内
侍
所
神
鏡
、
昔
飛
上
欲
上
天
、
女
官
懸
唐
衣
奉
引
留
、
依
此
縁
女
官
所所
神奉
鏡守
護、
昔也
飛、
上
欲
上
天
、
女
官
懸
唐
衣
奉
引
留
、
依
此
縁
女
官

所
神
鏡
守
護
、
首
也
飛
、
上
欲
上
天
、
女
官
懸
唐
衣
奉
引
留
、
依
此
縁
女
官
所天
奉徳
守焼
護亡
也、
、
飛
出
著
御
南
殿
前
櫻
、
小
野
宮
大
臣
驚
稲
、
神
鏡

所
奉

天
徳
焼
亡
、
飛
出
着
御
南
殿
前
櫻
、
小
野
宮
大
臣
驚
稲
、
神
鏡

天
徳
焼
亡
、
飛
出
著
御
南
殿
前
櫻
雖
、
小
野
宮
！
不
大
闊
臣
諸
警
道
稲
進
、
勘
神
文
鏡
被
下
入
其
袖
、

卿刀入令下〈
内長寛勅唐踏
入、
蔵久弘次使
槙人其寮焼
欲焼袖、也
、〉
奉亡亡此〈、
、、行始度
、出成
件神京
焼卿夜
鏡極給
、以殿
雖之〉
震少虞
之陰納
筆、中
圏火言
宣池規
命綬已
ヲ不始
信盛ハ
闊於為
不被諸
此使可
掘道奉
救、也
進出
、、
勘後
神、
文女
朝鏡
被官
灰ノ
立跡
誤有
伊ヲ
先光
為勢
集出
不公大之

寛
弘
焼
亡
始
焼
給
、
雖
陰
圏
宣
規
命
不
閑
諸
道
進
勘
文
被
立
伊
勢
公

10
 
下立
伊入
勢其
袖公
卿、
寛勅
弘使
焼、
亡〈
行始
成焼
卿給
、、
〉痕
陰筆
園宣
規命
始
於
此
、

卿勅
使、
奉亡
〈行
、出
成件
神卿
夜鏡
、以
之〉
震少
慮筆
納、
始
於
此
、

長
久
焼

言
経
信
為
使
奉
出
、
女
官
誤
先
出
大

蔵刀入
（内長
唐、寮
蔵久次
積絹寮
焼欲五
、〉奉
亡自十
、
一毎、
出疋件
神条月
、夜鏡
院一為
以御之
定日少
慮被時
幣納始
奉料、
言火十
例串紐
巳御二
八信滅
月供筋
為不有
廿、
使黒可神
合奉救漆
築、
大平出、、
後盤代文、
女朝所
始也灰
官紙lit、
誤有】合
二先
光御
帖集
出供、
大之内

刀
、
次
欲

、
火
巳
盛
不
可
救
、
後
朝
灰
有
光
集
之

入令
代唐
踏始
憤人
tflt也
、合
此、
御度自
京
極
殿
之
中
池
ヲ
ハ
被
掘
也
、
神
鏡
之
跡
ヲ
為
不

供一
条〈
内院
蔵御
寮時
〉始
、毎
十月
二一
月日
有被
神奉
楽納
、
御
供
廿
合
、
大

自
一
条

二月
有合
、黒
神、
漆大
楽盤
平、
代所
文始
illt二、】
合帖
御、
内供

、
毎
月
一
院
日
御
被
奉
時
始
例
御
十
供
廿

紙

盤
所
紙
二
帖
、
内
蔵
寮
絹
五
十
疋
、
為
定
幣
料
串
八
筋
、
黒
漆
平
蔵
寮
絹
五
十
疋
、
為
定
幣
料
幣
串
八
筋

也
文
也
、
天
慶
元
年
七
月
十
三
日
戌
剋
、
内
侍
所
温
明
殿
還
御
後
涼
殿
、

斎
辛
積
身
、
〈
自
往
古
号
之
、
神
明
在 J契
内
憤
侍
在
所
此
、
相
博
云
、
伊
勢
太
神

之
分
也
、
〉
細
憤
五
合
、
〈
大
刀

中
、
〉
此
間
大
雨
如

沃綺
殿、
抑以
、今
件堪
春事
温以
之明
後殿
女・
官可
異祈
加不
修申
絶理
之、
依、
、例
占内
筵侍
、天
所皇
遷避
御常
、
J寧
殿
可
還
御
綾

11
 

【
神
鏡
井
大
刀
契
事
、
】

12
 
【
追
難
刻
限
事
、
】

（注
）
1
0
以
外
は
項
目
名
の
み
引
用
し
、
1
0
の
み
大
東
急
本
・
尊
経
閣
本
・
万
里
小
路
本
の
全
文
を
引
用
し
た
。
但
し
大
東
急
本
の
「
内
侍
所
事
」
は
、
本
来
6
に
置
く
が
、
比
較
対
照
の
為
に
1
0
に
置
い
た
。

O
臣



初
年
於
弘
徽
殿
行
之
、

天
暦
冗
年
正
月
四
日
大
后
登
遅
也
、
俯
天
皇
染
寂
筆
奉
書
法
華
経
於
弘
徽
殿
有

法
性
寺
御
八
講
始
事
、

講
師
八
人
、
聴
衆
十
六
人
‘

【
万
里
小
路
本
】

除
目
事
‘

〈
近
代
、
或
撰
吉
日
行
之
、
〉

《
〇
祭
酒
注
如
此
‘
》

除
目
事
‘

法
性
寺
御
八
講
始
事
‘

【
葉
室
本
】

【
尊
経
閣
本
】

〈
近
代
、
或
撰
吉
日
行
之
、
〉

〈
四
日
、
講
師
八
人
‘
聴
衆
十
六
人
、
〉

〈
祭
酒
注
如
此
、
〉

四
日
國
忌
事
、

件
國
忌
被
省
除
了
、
〉

【
尊
経
閣
本
】

件
國
忌
被
省
除
了
、
》

【
万
里
小
路
本
】

法
性
寺
御
八
講
事
、
〈
四
日
、
講
師
八
人
、
聴
衆
十
六
人
‘
〉

〈
廃
務
、
太
皇
大
后
穏
子
、
東
寺
、
依
嘉
承
三
年
六
月
日
詔
止
、

【
万
里
小
路
本
】

較
検
討
し
た
い
。
（
注

0
は
朱
筆
で
の

0
を
付
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
）

物〕

〔
頭
書
〕

を
大
東
急
本
・
尊
経
閣
本
・
万
里
小
路
本
・
葉
室
本
に
よ
っ
て
比

し
な
い
項
目
•
勘
物
・
頭
書
が
あ
り
、

摘
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
建
武
元
年
系
本
か
ら
の
混
入
と
な
る
。

室
本
の
項
目
・
勘
物
・
頭
書
に
一
致
し
な
い
。

い
う
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
項
目
A
〕
正
月
「
四
日
国
忌
事
」

【
大
東
急
本
】

そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
〔
項
目
〕

「
法
性
寺
御
八
講
事
」

《
0
四
日
國
忌
事
、
廃
務
、
太
皇
大
后
穏
子
、
東
寺
、
依
嘉
承
三
年
六
月
日
詔
止
、

【
大
東
急
本
】

外
記
所
宛
事
、

【
尊
経
閣
本
】
↓
記
述
な
し

《
〇
外
記
所
宛
事
‘
》

【
葉
室
本
】
「
外
記
所
宛
事
」
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、

〔
勘
物
A
〕
正
月
「
十
一
日
除
目
事
」

【
大
東
急
本
】

↓
記
述
な
し

十
一
日
除
目
、

万
里
小
路
本
と
大
東
急
本
の
み
で
、
尊

万
里
小
路
本
は
、

0
を
付
し
て

〔勘

五
十
箇
所
近
く
確
認
さ
れ
る
。
山
本
氏
の
指

し
か
し
、

建
武
元
年
系
本
の
写
本
で
あ
る
葉
室
本
に
よ
っ
て
尊
経
閣
本
と
万
里
小
路
本
が
一
致

し
な
い
項
目
•
勘
物
・
頭
書
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
項
目
•
勘
物
・
頭
書
は
葉

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
は
ど
う

宛
事
」
と
書
き
入
れ
る
。

は
尊
経
閣
本
の
記
事
に
一
致
す
る
。

記
事
は
大
東
急
本
の
記
事
に
一
致
し
、

0
を
付
し
て
い
な
い

五
「
外
記
所

御
八
講
‘
其
後
移
彼
寺
永
為
年
事
、
後
院
司
等
行
事
、
近
例
欺
‘

藤
原
穏
子
の
国
忌
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
が
、
万
里
小
路
本
は
ま
ず
「
法
性
寺
御

を
書
き
、

0
を
付
し
て

八
講
始
事
」

「
四
日
国
忌
事
」
と
傍
書
す
る
。

0
を
付
し
た

〔
項
目
B
〕
正
月
撰
吉
日
事
「
外
記
所
宛
事
」

経
閣
本
・
葉
室
本
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。

「
法
性
寺
御
八
講
始
事
」



也
、
》

【
万
里
小
路
本
】

【
葉
室
本
】日

本
紀
云
、
（
後
略
）

「
除
目
事
」
は
大
東
急
本
以
外
の
三
本
に
み
ら
れ
る
。

「
近
代
、
或
撰
吉
日
行
之
、
」
と
あ
る
こ
と
に
一
致
す
る
。

〈
近
代
、
或
撰
吉
日
行
之
、
〉
」
と
書
し
た
後
に
、

0
を
付
し
て
「
祭
酒
注
如
此
、
」
と

傍
書
す
る
。

〔
勘
物
B
〕
正
月
「
元
日
供
御
薬
事
」

【
大
東
急
本
】

供
御
薬
事
‘
〈
平
旦
、
始
自
今
日
一
―
-
〈
l
日
供
之
、
所
司
供
屠
蘇
白
散
是
也
、
殿
上

人
勤
後
取
‘
束
帯
、
元
日
四
位
、
二
日
五
位
、
三
日
六
位
、
毎
日
一
人
也
、
寅
剋
‘

官
人
率
薬
生
就
井
出
薬
、
或
其
日
昧
旦
ヽ
ヽ
‘
屠
蘇
白
散
御
酒
云
々
、
〉

【
尊
経
閣
本
】

供
御
薬
事
‘
〈
平
旦
‘
始
自
今
日
三
ヶ
日
供
之
、
〉

供
御
薬
事
、

酒
云
々
、
》

〈
平
旦
、
始
自
今
日
三
ヶ
日
供
之
、
〉

日
除
目
事
」

と
し
な
が
ら
も

「
撰
吉
日
事
」
に
置
く
。
こ
の
こ
と
は
尊
経
閣
本
に

十
一
日
除
目
事
、

―
-
＾
ー
日
、
避
御
衰
日
井
執
柄
衰
日
、

除
目
事
、

た
だ
し
葉
室
本
は
「
十
一

万
里
小
路
本
は
「
除
目
事
、

《
〇
所
司
供
屠
蘇
白
散
是

《
〇
殿
上
人
勤
後
取
‘
束
帯
、
元
日
四
位
、
二
日
五
位
、
三
日
六
位
、

毎
日
一
人
也
、
寅
剋
、
官
人
率
薬
生
就
井
出
薬
、
或
其
日
昧
旦
ヽ
ヽ
‘
屠
蘇
白
散
御

後
に
「
御
非
常
イ
」
と
傍
書
し
て
い
る
。

万
里
小
路
本
の

【
葉
室
本
】
供
御
薬
事
、
〈
平
旦
‘
始
自
今
日
三
介
日
供
之
、
〉

童
女
求
未
嫁
之
者
用
之
、
後
取
用
大
飲
人
、

屠
蘇
白
散
事
、

金
谷
云
‘

「
供
御
薬
事
‘
〈
平
旦
‘
始
自
今
日
一
―
-
〈
l
日
供
之
、
〉
」
は
諸
書
に
共
通
し
て
み
ら
れ

る
。
万
里
小
路
本
の

O
が
付
さ
れ
た
勘
物
は
尊
経
閣
本
に
は
な
く
、
葉
室
本
も
異
な

る
勘
物
を
載
せ
て
い
る
。

大
東
急
本
の
勘
物
の
み
で
あ
る
。

【
大
東
急
本
】

十
二
日
高
松
院
御
非
常
、

【
尊
経
閣
本
】

十
二
日
高
松
院
崩
、

《
御
非
常
イ
、
》

十
二
日
高
松
院
崩
、

【
葉
室
本
】
↓
記
述
な
し

万
里
小
路
本
の

O
が
付
さ
れ
た
勘
物
と
一
致
す
る
の
は
、

葉
室
本
に
は
高
松
院
崩
御
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
な
い
が
、
大
東
急
本
・
尊
経

閣
本
・
万
里
小
路
本
に
み
ら
れ
る
。

万
里
小
路
本
は
ま
ず
「
高
松
院
崩
」
と
書
し
た

急
本
系
の
頭
書
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
万
里
小
路
本
】

〔
頭
書
A
〕
六
月
「
十
二
日
高
松
院
崩
」

六
位
、
〉

一
人
飲
‘

一
家
無
病
、

〈
元
日
四
位
、

二
日
五
位
、
三
日

「
十
二
日
高
松
院
御
非
常
」

一
人
飲
‘

「
御
非
常
イ
」
は
、
大
東

一
里
無
病
、

五



み
え
る
記
事
が
何
を
も
と
に
六
月
十
五
日
を
一
条
天
皇
の
国
忌
と
し
た
理
由
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
他
書
と
全
く
異
な
る
記
事
を
載
せ
る
大
東
急
本
と
万
里
小
路
本
に

と
か
ら
、

一
条
上
皇
の
生
存
が
確
認
さ
れ
る
。
大
東
急
本
・
万
里
小
路
本
の
頭
書
に

政
刻
限
事
」

以
下
の
記
事
が
あ
り
、
両
本
を
比
較
す
る
と
、

万
里
小
路
本
の

五 「結
政

か
ら
万
里
小
路
本
に
混
入
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
方
、
大
東
急
本
に
も
「
結

太
波
事
を
被
仰
、
」
と
み
え
、

一
条
上
皇
が
御
悩
の
た
め
に
譜
言
を
話
し
た
と
あ
る
こ

あ
る
。
表
を
み
る
と
、

万
里
小
路
本
の

【
大
東
急
本
】

十
五
日
、
件
日
一
条
院
御
国
忌
也
‘

【
尊
経
閣
本
】
↓
記
述
な
し

十
五
日
‘
件
日
一
条
院
御
国
忌
也
、

【
葉
室
本
】

大
東
急
本
と
万
里
小
路
本
は
同
文
で
あ
り
、
尊
経
閣
本
・
葉
室
本
に
は
大
東
急

本
・
万
里
小
路
本
の
頭
書
に
一
致
す
る
部
分
は
な
く
、
尊
経
閣
本
の
本
文
で
は

十
二
日
円
教
寺
御
八
講
始
事
‘
〈
四
日
、

舟
二
、
〉
」

体
調
を
崩
し
、
六
月
十
三
日
に
東
宮
居
貞
親
王
に
譲
位
し
、

せ
ず
、
六
月
十
九
日
に
出
家
し
、
六
月
二
十
二
日
に
一
条
院
に
お
い
て
崩
御
し
た
。

路
本
・
葉
室
本
の
本
文
で
は
、
六
月
二
十
二
日
に
「
円
教
寺
御
八
講
始
事
」

す
る
。

↓
記
述
な
し

と
み
え
る
。
大
東
急
本
・
万
里
小
路
本
の
頭
書
と
尊
経
閣
本
な
ど
の
本
文

そ
の
後
も
体
調
は
回
復

を
立
項

と
こ
ろ
で
、
大
東
急
本
・
万
里
小
路
本
の
頭
書
が
一
条
天
皇
の
国
忌
と
し
た

十
五
日
に
関
し
て
は
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
六
月
十
五
日
条
に
「
御
悩
重
、
時

以
上
‘
尊
経
閣
本
と
万
里
小
路
本
が
一
致
し
な
い
項
目
•
勘
物
・
頭
書
を
比
較
す

る
と
、

万
里
小
路
本
に
は
み
え
る
が
尊
経
閣
本
に
は
み
え
な
い
項
目
•
勘
物
・
頭
書

記
事
が
混
入
し
て
い
る
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

本
系
に
建
武
元
年
系
本
の
記
事
が
混
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
は
誤
り
で
、

里
小
路
本
系
に
は
大
東
急
本
系
か
ら
記
事
を
補
入
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

万
里
小
路
本
に
は
朱
筆
で

0
を
付
し
て
本
文
と
は
や
や
異
な
る
筆
勢

で
書
か
れ
た
記
事
が
あ
る
。
先
掲
し
た
諸
本
に
よ
る
の
比
較
か
ら
、

0
が
付
さ
れ
た

記
事
が
大
東
急
本
に
一
致
す
る
こ
と
を
示
し
た
が
‘

は
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
奥
書
に
み
え
る
万
里
小
路
本
の
書
写

過
程
で
あ
る
。
惟
房
は
、

ま
た
、

ま
ず
「
或
人
秘
本
」

し
た
が
っ
て
、
従
来
万
里
小
路

そ
れ
で
は

0
が
付
さ
れ
た
意
味

を
書
写
し
、

さ
ら
に
「
他
本
」

万
を
用

し
め
た
際
に
、
新
た
に
補
入
し
た
首
書
・
注
釈
に
つ
い
て

0
を
付
し
て
区
別
し
た
可

万
里
小
路
本
は
尊
経
閣
本
の
裏
書
部
分
を
一
部
載
せ
た
後
に
「
結
政
刻
限

事
」
な
ど
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
尊
経
閣
本
に
は
な
い
部
分
で
あ
り
、
山
本
氏
は
こ

⑪
 

れ
も
建
武
元
年
系
本
か
ら
の
混
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
表
3
は
、
大
東
急

本
•
万
里
小
路
本
・
葉
室
本
の
十
二
月
行
事
の
後
に
載
せ
る
項
目
を
比
較
し
た
表
で

「
結
政
刻
限
事
」
以
降
の
記
載
順
序
は
建
武

元
年
系
本
の
記
載
順
序
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
記
事
が
建
武
元
年
系
本

し
た
が
っ
て
、

一
条
天
皇
の
国
忌
は
六
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
尊
経
閣
本
・
万
里
小

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、

一
条
天
皇
は
寛
弘
八
年

(
1
0
1
―

)

五
月
頃
か
ら

い
て
首
書
・
注
釈
を
書
き
加
え
た
。

つ
ま
り
、
惟
房
は
「
他
本
」

を
用
い
て
全
部
せ

で
は
一
条
天
皇
の
国
忌
は
異
な
っ
て
い
る
。 一
条
院
御
国
忌
‘
寛
弘
八
年
六
月
廿
二
日
崩
、

【
万
里
小
路
本
】

-, 

な
ど
は
大
東
急
本
に
一
致
す
る
。

一
方
、
万
里
小
路
本
に
建
武
元
年
系
本
の
独
自
の

〔
頭
書
B
〕
六
月
「
十
五
日
一
条
院
御
国
忌
」

は
関
連
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。



な
る
。

刻
限
事
」
以
下
の
記
載
順
序
は
大
東
急
本
の
記
載
順
序
に
一
致
す
る
。
こ
の
部
分
も

以
上
の
考
察
の
結
果
に
よ
り
、

拠
は
不
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

万
里
小
路
本
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、

路
惟
房
は
「
或
人
秘
本
」
を
初
め
に
書
写
し
た
と
あ
る
。

朱
筆
で

0
を
付
し
た
補
入
部
分
を
取
り
除
い
て
ゆ
く
と
、

ま
た
、

万
里
小
路
本
の
価
値
が
低
い
と
す
る
山
本
氏
の
論

万
里
小
路
本
系
の
価
値

万
里
小
路
本
は
①
大
東
急
本
系
②
尊
経

閣
本
系
を
取
り
合
わ
せ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
奥
書
に
よ
る
と
、

万
里
小
路
本
の
本
文
か
ら

万
里
小
路
本
の
項
目
•
勘

物
・
頭
書
は
尊
経
閣
本
の
項
目
•
勘
物
・
頭
書
に
一
致
す
る
。
惟
房
が
ま
ず
最
初
に

書
写
し
た
「
或
人
秘
本
」
は
尊
経
閣
本
系
の
写
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

万
里
小
路
本
の
補
入
部
分
に
は

0
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

0
を
付
し
た
記

の
補
入
し
た
記
事
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
惟
房
が
補
訂
の
た
め
に
用
い

た
「
他
本
」
は
大
東
急
本
系
に
属
す
写
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
奥
書
に
よ
る
と
、

惟
房
は
「
他
本
」
に
載
せ
ら
れ
た
勘
物
か
ら
、
「
他
本
」
を
洞
院
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
本
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
惟
房
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、

万
里
小
路
本
は
、

本
系
「
他
本
」

と
か
ら
‘

万
里
小

そ
の
大
東
急

本
系
の
『
年
中
行
事
秘
抄
』
が
天
文
二
十
年
頃
の
涸
院
家
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
に

万
里
小
路
惟
房
が
尊
経
閣
本
系
写
本
「
或
人
秘
本
」
と
大
東
急

を
書
き
写
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
両
内
容
を
全
備
具
し
た
本
で
あ
る
こ

万
里
小
路
本
は
尊
経
閣
本
の
虫
損
・
破
損
箇
所
を
補
う
こ
と
や
大
東
急
本

事
は
大
東
急
本
の
記
事
に
一
致
す
る
。

0
を
付
し
た
目
的
は
惟
房
が
「
他
本
」
か
ら

2

万
里
小
路
本
の
価
値

を
再
評
価
で
き
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

万
里
小
路
惟
房
が
大
東
急
本
系
か
ら
書
写
し
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

の
頭
書
部
分
に
み
え
る
翰
暦
注
な
ど
で
位
置
の
不
明
な
箇
所
を
確
定
す
る
こ
と
の
で

き
る
有
益
な
写
本
で
あ
る
。

万
里
小
路
本
の
伝
来
は
、

奥
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

小
路
家
を
離
れ
享
保
三
年
以
前
に
は
伏
見
宮
家
に
所
蔵
さ
れ
、

茂
•
田
中
教
忠
・
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
が
所
有
し
、
戦
後
、

さ
れ
る
。

万
里
小
路
本
の
伝
来
は
、

家
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
。

た
ど
れ
る
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

以
上
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
写
本
系
統
の
な
か
で
万
里
小
路
本
系
の
占
め
る
位
置

を
考
え
て
き
た
が
、

万
里
小
路
本
の
奥
書
・
付
箋
•
所
蔵
印
、
鷹
司
宗
本
の

天
文
二
十
年
の
万
里
小
路
惟
房
書
写
本
は
、

万
里

そ
の
後
は
賀
茂
清

天
理
図
書
館
に
所
蔵

万
里
小
路
本
の
奥
書
・
付
箋
•
所
蔵
印
、
鷹
司

万
里
小
路
本
は
、
伝
来
過
程
が
詳
し
く

そ
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

□
万
里
小
路
本
は
、
①
大
東
急
本
系
と
②
尊
経
閣
本
系
の
取
り
合
わ
せ
た
写
本
で
あ

る
。
本
文
と
補
入
部
分
の
筆
勢
の
違
い
な
ど
か
ら
補
入
部
分
を
取
り
除
く
と
、
本
文

は
尊
経
閣
本
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
万
里
小
路
惟
房
が
初
め
に
書
写
し
た

「
或
人
秘
本
」
は
尊
経
閣
本
系
の
写
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

□
万
里
小
路
本
の
補
入
部
分
の
大
半
に
は
朱
筆
の

O
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
文
と
の

区
別
が
さ
れ
て
い
る
。
補
入
さ
れ
た
記
事
は
尊
経
閣
本
の
記
事
と
ほ
と
ん
ど
一
致
せ

ず
、
従
来
こ
れ
は
建
武
元
年
系
か
ら
の
混
入
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

年
系
写
本
で
あ
る
葉
室
本
に
よ
っ
て
比
較
検
討
す
る
と
そ
れ
ら
の
記
事
は
葉
室
本
と

は
一
致
せ
ず
、
建
武
元
年
系
か
ら
の
混
入
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の

記
事
に
一
致
す
る
記
事
を
有
す
る
の
は
大
東
急
本
で
あ
り
、

0
を
付
し
た
記
事
は
大

お
わ
り
に

し
か
し
、
建
武
元

五
四



注
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

来
の
評
価
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

万
里
小
路
本
系
写
本
が
尊

東
急
本
系
か
ら
の
補
入
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
惟
房
の
書
写
過
程
で
考
え
る

が
補
訂
に
用
い
た
「
他
本
」
は
、
大
東
急
本
系
の
写
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

□
万
里
小
路
惟
房
が
‘
「
他
本
」
に
載
せ
ら
れ
た
勘
物
な
ど
を
見
て
、
「
他
本
」
が
涸

院
家
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
で
あ
る
と
推
測
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
洞
院
家
に
伝

存
し
て
い
た
『
年
中
行
事
秘
抄
』
が
良
質
な
写
本
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
た
か
‘

し
く
は
洞
院
家
が
所
蔵
す
る
写
生
に
独
特
な
勘
物
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

も
そ
し

て
、
惟
房
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
天
文
二
十
年
頃
に
は
洞
院
家
に
大
東
急
本
系
の

『
年
中
行
事
秘
抄
』
が
伝
存
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

園
万
里
小
路
本
は
、
天
文
二
十
年
段
階
に
お
け
る
尊
経
閣
本
及
び
大
東
急
本
の

中
行
事
秘
抄
』
の
形
態
を
伝
え
て
い
る
。
万
里
小
路
本
に
よ
っ
て
、
尊
経
閣
本
の
破

損
•
虫
損
箇
所
を
補
う
こ
と
が
で
き
、
大
東
急
本
に
対
し
て
は
頭
書
部
分
に
み
え
る

翰
暦
注
な
ど
で
一
部
位
置
の
不
明
な
個
所
が
あ
る
が
、

万
里
小
路
本
に
よ
っ
て
そ
れ

万
里
小
路
本
系
写
本
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
の
書
写
本
で
あ
る
た
め
に
そ
の
価
値

は
低
く
見
積
も
ら
れ
て
い
る
が
、

天
理
図
書
館
に
こ
れ
ら
の
写
本
の
祖
本
で
あ
る
万

里
小
路
惟
房
書
写
本
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
従

経
閣
本
や
大
東
急
本
を
考
え
る
上
で
有
益
な
情
報
を
与
え
る
写
本
で
あ
る
と
再
評
価

を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『年

と
、
新
た
に

「
他
本
」

か
ら
補
入
し
た
部
分
に

0
を
付
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
惟
房

0
0
三
年
）
六
頁
。

成
果
報
告
書
）
に
依
拠
し
た
。

⑥
尊
経
閣
本
は
、
『
尊
経
閣
叢
刊
年
中
行
事
秘
抄
』
（
育
徳
財
団
‘

六
七
頁
）
。

一
九
三
一
年
）
に
、
大
東
急

一
九
八
五
年
に
再
録
）
。
所
氏
は
‘
尊
経
閣
本

①
山
本
昌
治
「
年
中
行
事
秘
抄
の
写
本
」
（
『
大
阪
私
立
短
期
大
学
研
究
報
告
集
』

七
八
年
）
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
続
歴
史
篇
（
養
徳
社
、

③
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
群
書
解
題
』
第
六
、
（
岩
橋
小
弥
太
氏
執
筆
）

④
山
本
昌
治

(
l
)
論
文
。

⑤
所
功
「
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
成
立
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
三
七
、

安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
‘

一
九
五
一
年
）
。

五
五

の
伝
来
の
な
か
で
延
応
元
年
系
本
の
そ
の
他
の
写
本
と
し
て
万
里
小
路
本
以
外
の
六
本
を
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
写
本
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
六

本
は
、
「
『
江
家
年
中
行
事
』
と
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
記
事
比
較
対
照

表
」
（
西
本
昌
弘
『
古
写
本
に
よ
る
年
中
行
事
書
の
比
較
研
究
』
（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

⑦
山
本
氏
は
大
東
急
本
を
建
武
元
年
系
本
に
属
す
写
本
と
さ
れ
る
が
（
山
本
昌
治
「
校
訂
年
中

行
事
秘
抄
（
五
）
」
（
『
大
阪
青
山
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

一
九
八
五
年
）
、
大
東
急
本

の
内
容
か
ら
み
て
、
大
東
急
本
は
建
武
元
年
系
本
に
属
す
写
本
で
は
な
い
。

⑧
西
本
昌
弘
「
『
江
家
年
中
行
事
』
と
『
年
中
行
事
秘
抄
』
ー
大
江
匡
房
原
撰
本
の
展
開
過
程
ー
」

（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
古
写
本
に
よ
る
年
中
行
事
書
の
比
較
研
究
』
、

⑨
児
玉
幸
多
「
賀
茂
清
茂
伝
」
（
『
歴
史
地
理
』
七
0
ー
六
、

⑩
山
本
昌
治
論
文

(
1
)
六
頁
。

一
九
三
七
年
）
。

二

一
九
八
四
年
。
の
ち
に
『
平

一
九



ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
述
べ
た
い
。

付
記

ま、，．、＇
⑪
山
本
氏
は
、
当
該
箇
所
以
外
に
も
万
里
小
路
本
に
み
え
る
五
月
五
日
「
内
匠
寮
進
瓜
刀
事
」

が
尊
経
閣
本
に
み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
建
武
元
年
系
か
ら
混
入
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
大
東
急
本
に
「
内
匠
寮
進
瓜
刀
事
」

ら
補
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

が
あ
る
こ
と
確
認
さ
れ
、

万
里
小
路
本

「O
内
匠
寮
進
瓜
刀
事
」
と
傍
書
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
項
目
も
大
東
急
本
か

本
稿
の
構
想
は
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
岩
崎
美
隆
本
を
調
査
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
本

稿
の
基
礎
と
な
る
写
本
調
査
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
を
は
じ
め
宮
内
庁
書
陵

部
・
天
理
図
書
館
・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
・
無
窮
会
図
書
館
の
方
々
に
特
段
の

【表3】大東急本・万里小路本・葉室本の記事比較対照表（結政刻限以下の項目配列）
大東急本 万里小路本 葉室本

1 渭‘｛凩殿行畢、
2※7参照。 ※7参照。 諸祭刻限事、
3結政刻限事、 結政刻限事、
4暖朝廃務差別事 腹朝廃務差別事、
5暖朝諸司政如常但天子不臨朝云々、 際朝諸司政如常但天子不臨朝云々、
6節會刻限事、 節會刻限事、
7諸祭刻限事 諸祭刻限事、 ※2参照。
8可相定大中小祀其致斎散斎之間立忌 可相定大中小祀其致斎散斎之間立忌 可相定大中小祀其致祭散斎之間立忌
佛寺故者事之限事、 佛寺故者事之限事、 佛寺故者事之限事、

， 
神祇令云、…

10 年月次新嘗祭為国家大事、
11 ー所太神宮年中御祭式日、

五
六


